
児童質問紙による授業改善への分析

【小学校】

　　　　令和３年度　全国学力・学習状況調査　質問紙の抜粋（全国・県との比較）



生徒質問紙による授業改善への分析

【中学校】

　　　　令和４年度　全国学力・学習状況調査　質問紙の抜粋（全国・県との比較）

質問番号３２や３３に着目すると、全国平均と比べ、肯定的な回答の割合が多く見られる。このことから、主体的に
授業に取り組んだり、発表できたりしていることが分かる。また、質問番号３７の肯定的な回答の割合に着目すると、
小学校では全国平均以上であるが、中学校では全国平均を下回っている。このことから、学年が上がるにつれて、他者
と話し合うことで、自らの考えの深まりや広がりを実感している児童生徒の割合が減少していることが分かる。

↓
「幸手スタンダード授業５」や「言葉かけ改善モデル」「幸手学びのすすめ１０か条（３＋７）」による授業改善が

浸透しつつある。今後、９か年を見据えた指導・支援を一層充実させ、主体的・対話的で深い学びの確実な実施を図っ
ていく。


